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次回は１月 日に掲載します。 ご意見、ご感想をお寄せください。 〒100－8051毎日新聞「オピニオン」係

年
１
月
に
長
逝
し
た
作
家
の

半
藤
一
利
氏
が
名
乗
っ
て
い

た
「
歴
史
探
偵
」
と
い
う
呼

称
。
満
面
の
笑
み
で
半
藤
氏
が
使
え
ば

軽
妙
に
聞
こ
え
た
が
、
こ
の
呼
称
が
作

家
・
坂
口
安
吾
に
由
来
す
る
と
知
れ

ば
、
少
し
印
象
も
変
わ
る
だ
ろ
う
。
安

吾
は
１
９
４
６
年
の
「
堕
落
論
」
の
冒

頭
で
「
半
年
の
う
ち
に
世
相
は
変
っ
た
」

と
書
き
、
戦
後
社
会
の
急
変
ぶ
り
を
、

特
攻
隊
の
勇
士
は
闇
屋
に
な
り
、
戦
争

未
亡
人
は
使
徒
か
ら
人
間
に
な
っ
た
、

と
描
い
た
怖
い
人
だ
。

誤
読
さ
れ
が
ち
だ
が
、
「
堕
落
論
」

は
敗
戦
を
機
に
一
夜
で
変
貌
し
た
日
本

人
の
姿
を
冷
笑
し
た
も
の
で
は
な
く
、

人
間
に
は
時
に
「
正
し
く
墜
ち
る
道
を

堕
ち
き
る
こ
と
」
が
必
要
で
、
そ
う
し

て
初
め
て
、
旧
来
の
道
徳
や
規
範
、
果

て
は
天
皇
と
国
民
の
関
係
さ
え
も
相
対

化
し
う
る
の
だ
と
述
べ
て
い
た
。
年
の

瀬
と
も
な
っ
た
の
で
今
回
は
、
私
流
の

「
半
年
の
う
ち
に
世
相
は
変
っ
た
」
を

書
い
て
み
た
い
。

ま
ず
半
年
前
に
何
が
あ
っ
た
か
を
思

い
出
し
て
お
こ
う
。
６
月
、
主
要
７
カ

国
首
脳
会
議
（
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
）
が
英

国
で
開
催
さ
れ
、
菅
義
偉
首
相
（
当
時
）

も
出
席
し
た
。
開
催
地
は
風
光
明
媚
な

コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
。
英
首
相
の
祖
先
に

縁
が
あ
る
地
と
の
触
れ
込
み
だ
っ
た

が
、
そ
こ
は
２
０
１
２
年
の
ロ
ン
ド
ン

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
会
式
で
、
ダ
ニ
エ
ル

・
ク
レ
イ
グ
（
映
画
「
０
０
７
」
シ
リ

ー
ズ
で
主
役
を
演
じ
た
俳
優
）
に
女
王

を
エ
ス
コ
ー
ト
さ
せ
た
国
。
た
だ
の
保

養
地
の
は
ず
が
な
い
。
コ
ー
ン
ウ
ォ
ー

ル
は
、
米
国
家
安
全
保
障
局
（
Ｎ
Ｓ
Ａ
）

と
と
も
に
世
界
の
通
信
情
報
を
傍
受
し

て
い
た
、
政
府
通
信
本
部
（
Ｇ
Ｃ
Ｈ
Ｑ
）

の
施
設
が
あ
る
土
地
だ
。

６
月
の
東
京
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
禍
中
で
の
五
輪
開
催
の
可
否
が

論
じ
ら
れ
て
い
た
。
３
日
、
政
府
の
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
分
科
会
の
尾
身

茂
会
長
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
下
で
の
五
輪

を「
普
通
で
は
な
い
」
と
述
べ
、

日
、

宮
内
庁
長
官
は
五
輪
を
開
催
し
て
感
染

拡
大
に
な
ら
な
い
か
と
の
天
皇
の
懸
念

を
「
拝
察
」
し
た
と
述
べ
た
。
そ
れ
で

も
政
府
は
、
国
民
に
十
分
な
説
明
を
し

な
い
ま
ま
、
か
つ
開
催
都
市
・
東
京
の

５
割
の
人
が
中
止
を
望
む
な
か
、
ほ
ぼ

無
観
客
で
五
輪
を
挙
行
し
た
。
酷
暑
下

の
五
輪
は
、
感
染
者
の
急
拡
大
も
手
伝

っ
て
、
パ
ラ
レ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
か
幻
影

で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
わ
れ
た
。

コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
、
感
染
拡
大
、
パ

ラ
レ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
と
来
れ
ば
、
ど
う

し
て
も
小
松
左
京
の
小
説「
復
活
の
日
」

が
思
い
出
さ
れ
る
。
こ
の
Ｓ
Ｆ
小
説
は

年
８
月
に
刊
行
さ
れ
た
。
お
気
づ
き

だ
ろ
う
が
、

年
東
京
五
輪
開
会
式
の

２
カ
月
前
だ
。物
語
の
内
容
は
こ
う
だ
。

１
９
６
×
年
、
英
軍
施
設
か
ら
生
物
化

学
兵
器
が
謀
略
で
流
出
す
る
。
こ
の
取

引
場
所
が
コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
に
設
定
さ

れ
て
い
た
。
最
凶
の
ウ
イ
ル
ス
は
事
故

に
よ
り
全
世
界
に
拡
散
さ
れ
、
「
た
だ

の
風
邪
」
と
誤
認
し
た
人
類
は
絶
滅
の

危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
。
絶
滅
を
免
れ
た

の
は
南
極
に
い
た
約
１
万
人
の
み
。
そ

こ
に
起
き
た
海
底
地
震
を
核
攻
撃
第
１

波
と
誤
認
し
た
核
ミ
サ
イ
ル
自
動
報
復

装
置
が
作
動
し
て
、
核
の
冬
が
南
極
を

も
襲
う
。

「
復
活
の
日
」
は
、
核
兵
器
の
誤
作

動
へ
の
着
眼
、
人
類
滅
亡
に
際
し
て
も

米
ソ
両
国
が
核
の
自
動
報
復
装
置
を
停

止
し
な
い
こ
と
へ
の
洞
察
と
い
う
点

で
、
掛
け
値
な
し
に
恐
る
べ
き
作
品
だ

っ
た
。
次
に
私
が
想
起
す
る
の
は
、
米

の
戦
略
研
究
者
、
ダ
ニ
エ
ル
・
エ
ル
ズ

バ
ー
グ
の
告
発
の
書
「
世
界
滅
亡
マ
シ

ン
」だ
。エ
ル
ズ
バ
ー
グ
は
、

年
春
、

ケ
ネ
デ
ィ
政
権
下
の
マ
ク
ナ
マ
ラ
国
防

長
官
が
統
合
参
謀
本
部
に
提
出
し
た
全

面
核
戦
争
作
戦
計
画
に
関
す
る「
機
密
」

指
針
の
起
草
に
あ
た
っ
た
、
政
権
中
枢

の
若
手
エ
リ
ー
ト
だ
っ
た
。
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
関
連
の
極
秘
文
書
の
リ
ー
ク
で
知

ら
れ
た
こ
の
人
物
は
、
よ
り
重
要
な
米

国
の
核
戦
略
に
関
す
る
第
２
の
リ
ー
ク

を
こ
の
本
で
し
た
。

発
を
決
意
し
た
理
由
は
、
米

国
と
い
う
国
が
そ
の
特
殊
な

核
戦
略
を
手
放
さ
な
い
限

り
、
人
類
の
未
来
は
危
う
い
と
の
危
機

意
識
だ
ろ
う
。エ
ル
ズ
バ
ー
グ
い
わ
く
、

ソ
連
か
ら
の
奇
襲
核
攻
撃
の
抑
止
な
い

し
そ
れ
へ
の
報
復
が
、
米
国
の
核
戦
略

の
目
的
だ
っ
た
こ
と
は
一
度
た
り
と
も

な
か
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
米
国
の
戦

略
は
常
に
、
自
ら
が
第
１
波
攻
撃
を
行

い
、
ソ
連
か
ら
の
報
復
攻
撃
を
受
け
た

後
の
第
２
波
攻
撃
を
い
か
に
遂
行
す
る

か
と
い
う
発
想
で
作
成
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
事
実
は
、核
に
よ
る
抑
止
論
が
、

結
局
は
相
手
次
第
で
不
確
か
な
安
全
保

障
思
想
だ
と
の
批
判
へ
の
、
斜
め
上
か

ら
の
完
全
な
反
論
と
な
ろ
う
。
米
国
が

第
１
波
攻
撃
を
決
意
し
、
そ
れ
を
可
能

と
す
る
能
力
を
磨
き
続
け
れ
ば
、
相
手

方
は
抑
止
さ
れ
う
る
。
こ
の
よ
う
な
考

察
自
体
、
衝
撃
的
だ
が
、
エ
ル
ズ
バ
ー

グ
の
著
作
の
更
な
る
衝
撃
は
、
米
国
の

対
ソ
攻
撃
は
常
に
対
中
攻
撃
と
一
体
の

も
の
と
し
て
計
画
さ
れ
て
き
た
と
い
う

指
摘
に
あ
る
。

今
か
ら
振
り
返
れ
ば
、
一
点
の
曇
り

も
な
い
明
る
さ
で
回
顧
さ
れ
が
ち
な

年
の
東
京
五
輪
。
そ
の
東
京
の
空
の
下

で
は
、
世
界
の
滅
亡
と
人
類
の
未
来
を

展
望
し
た
大
き
な
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
が
書

か
れ
て
い
た
。
今
回
の
東
京
五
輪
の
時

空
の
下
で
は
、
何
が
生
ま
れ
出
た
の
だ

ろ
う
か
。
こ
の
半
年
で
は
、
「
正
し
く

墜
ち
る
道
を
堕
ち
き
る
こ
と
」
が
足
り

な
か
っ
た
よ
う
だ
。
次
の
半
年
後
に
は

参
院
選
が
待
つ
が
、
さ
て
。

（
東
大
教
授
）

［安吾の言葉で振り返る今年］

東京五輪の下で何が生まれたか


